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は
じ
め
に

　
現
代
世
界
に
お
い
て
、
科
学
技
術
は
今
や
不
可
欠
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
科
学
技
術
は
問
わ
れ
る
べ
き
一
つ
の
思
想

的
問
題
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
い
て
も
、
3
・
1
1
以
降
、
「
原
子
力
と
キ
リ
ス
ト
教
」
な
ど
、
科
学
技
術
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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）

ま
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
近
代
の
科
学
技
術
文
明
は
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
別
の
選
択

肢
は
存
在
す
る
の
か
。
そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
い
て
い
か
な
る
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
科
学
技
術
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
を
念
頭
に
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
科
学
技
術
論
（
「
宗
教
と

科
学
」
関
係
論
に
基
づ
く
科
学
技
術
の
神
学
）
の
基
礎
論
と
し
て
伝
統
的
な
自
然
神
学
の
意
味
を
再
考
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
宗
教

と
科
学
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
の
近
代
以
降
に
か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
宗
教
と
科
学
の
対
立
論
か
ら
両
者
の
分
離
型
を

経
て
対
話
・
再
統
合
論
へ
い
た
る
幅
広
い
位
相
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
科
学
技
術
の
神
学
を
具
体
化
す
る
に
は
、
近
代
以
降
（
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
八
世
紀
以
降
）
の
歴
史
的
展
開
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
本
論
に
先
立
っ
て
、
こ
の
歴
史
的
な
問
題
状
況
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義
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一
八
世
紀
以
降
の
西
欧
の
思
想
状
況
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
啓
蒙
思
想
の
登
場
で
あ
り
、
ま
た
新
し
い
思
想
動
向
に
敏
感
な
知

的
エ
リ
ー
ト
層
の
存
在
で
あ
る
。
啓
蒙
思
想
は
、
い
わ
ば
複
合
的
な
思
想
運
動
で
あ
っ
て
、
決
し
て
単
一
的
な
規
定
が
可
能
な
も
の
で
は
な

く
、
宗
教
思
想
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
、
理
神
論
か
ら
異
端
的
宗
教
論
や
懐
疑
論
、
そ
し
て
宗
教
批
判
（
無
神
論
あ
る
い
は
唯
物
論
）
ま

で
の
広
範
な
思
想
動
向
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
啓
蒙
思
想
は
単
純
に
反
宗
教
思
想
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

義
の
自
然
神
学
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
自
然
神
学
の
伝
統
内
部
で
の
思
想
構
築
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
理
神
論
、
自
然
神
学
、

自
然
主
義
、
歴
史
主
義
と
い
っ
た
思
想
動
向
は
、
近
代
以
降
の
宗
教
と
科
学
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
重
要
な
論
点
を
提
供
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
宗
教
と
科
学
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
論
争
は
多
岐
に
わ
た
る
問
題
領
域
を
巻
き
込
み
つ
つ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
一
八
世
紀

以
降
の
顕
著
な
動
向
と
し
て
、
生
命
現
象
が
論
争
の
中
心
的
な
争
点
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
動
向
は
、
ジ
ョ
ン
・
レ

イ
『
創
造
の
み
業
に
顕
れ
た
神
の
知
恵
』
（
一
六
九
一
年
）
か
ら
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
イ
リ
ー
『
自
然
神
学
』
（
一
八
〇
二
年
）
へ
至
る
自
然
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神
学
の
展
開
過
程
に
お
い
て
徐
々
に
進
展
し
、
一
九
世
紀
後
半
の
進
化
論
論
争
に
至
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
生
物
学
が

生
命
現
象
を
対
象
と
す
る
近
代
科
学
と
し
て
成
立
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
宗
教
と
科
学
と
の
論
争
テ
ー
マ
と
の
並
行
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗

教
と
科
学
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
科
学
の
新
た
な
進
展
、
新
し
い
科
学
の
成
立
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
新
た
な
形
で
提
出
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。
近
代
初
頭
、
ケ
プ
ラ
ー
か
ら
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
時
代
に
は
天
文
学
や
物
理
学
が
問
題
の
争
点
で
あ
り
、
ま
た
、
二
〇
世
紀
の
科
学
的

な
心
理
学
の
登
場
が
心
的
現
象
を
問
題
の
争
点
へ
と
押
し
上
げ
、
そ
れ
に
さ
ら
に
近
年
の
脳
神
経
科
学
が
加
わ
っ
て
現
代
の
問
題
状
況
を
構

成
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
論
と
科
学
の
進
展
の
間
の
並
行
関
係
の
実
例
と
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
原
子
力

や
遺
伝
子
工
学
な
ど
の
現
代
の
科
学
技
術
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
応
じ
た
議
論
の
再
構
築
が
要
求
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
議
論
の

再
構
築
に
と
っ
て
、
問
題
状
況
の
歴
史
的
理
解
は
不
可
欠
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
科
学
技
術
論
自
体
が
、
こ
の
歴
史
的
展
開

を
共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
「
科
学
技
術
の
神
学
」
ヘ
ア
ブ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
、
「
宗
教
と
科
学
」
関
係
論



の
近
代
以
降
の
歴
史
的
展
開
に
焦
点
を
合
わ
せ
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
〇
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
的
科
学
技
術
論
は
ど
の
よ
う
な

仕
方
で
現
代
の
問
題
状
況
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
中
で
今
ど
の
よ
う
な
思
想
的
探
究
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
か
。
こ
う
し
た
諸
問
題
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
技
術
の
神
学
に
む
け
た
具
体
的
な
思
索
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
に
お
い
て
、
二
〇
世
紀
の
前
半
か
ら
中
頃
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
代
表
す
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
続
く
世
代
を
代
表
す

る
モ
ル
ト
マ
ン
と
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
と
科
学
を
め
ぐ
る
関
係
論
が
ど
の
よ
う
に
進
展
し
、
そ
れ
が
自
然
神
学
の
再
構
築

と
い
う
問
題
に
至
っ
た
の
か
が
辿
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
続
く
第
二
節
で
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学
論
の
進
展
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

宗
教
と
科
学
の
関
係
論
が
両
者
の
分
離
論
か
ら
対
話
論
へ
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
第
三
節
で
は
、
モ
ル
ト
マ
ン
に
お
い
て
テ

ィ
リ
ッ
ヒ
の
問
い
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
自
然
神
学
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
し

て
、
最
後
の
第
四
節
で
は
、
モ
ル
ト
マ
ン
以
降
の
自
然
神
学
を
め
ぐ
る
最
新
の
動
向
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
を
結
び
た
い
。

ニ
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
、
分
離
論
か
ら
対
話
論
へ

　
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
境
に
、
大
き
な
展
開
を
示
し
た
。
一
九
世
紀
的
な
神
学
か
ら
の
訣
励
を

宣
言
し
た
弁
証
法
神
学
の
登
場
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
現
代
神
学
の
開
始
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
新
し
い
状
況
に
お
い

て
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
理
解
も
一
九
世
紀
後
半
の
宗
教
と
科
学
の
対
立
図
式
か
ら
、
次
の
段
階
に
移
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
対
立
関

係
を
含
め
、
神
学
と
諸
科
学
と
の
緊
密
な
相
互
連
関
を
主
張
す
る
立
場
か
ら
、
両
者
の
区
別
あ
る
い
は
分
離
を
強
調
す
る
立
場
へ
の
移
行
で

あ
っ
て
、
本
節
で
は
、
こ
の
移
行
を
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
の
発
展
過
程
に
お
い
て
確
認
し
、
さ
ら
に
分
離
論
か
ら
対
話
論
へ
の
進
展
に
つ
い
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て
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

三
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（
一
）
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学
論
と
分
離
論
へ
の
移
行

　
ま
ず
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
け
る
科
学
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
一
九
世
紀
の
自
由
主
義
神
学
と
二
〇
世
紀
の
弁

証
法
神
学
と
の
い
わ
ば
交
差
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
思
索
し
て
い
る
点
で
、
現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
中
で
独
自
の
位
置
を
占
め
る
思
想
家

で
あ
る
が
、
こ
の
特
徴
は
、
前
期
の
科
学
論
に
お
い
て
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
は
多
様
で
痛
烈
な
批
判
に
遭
遇

し
て
き
た
。
一
方
で
、
ギ
リ
ス
ト
教
は
、
近
代
的
合
理
主
義
に
よ
っ
て
、
そ
の
合
理
的
根
拠
を
め
ぐ
る
根
本
的
な
批
判
を
提
起
さ
れ
、
他
方

で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
人
類
の
理
想
社
会
の
形
成
に
寄
与
し
得
る
か
に
つ
い
て
も
、
重
大
な
疑
い
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
テ
ィ

リ
ッ
ヒ
の
思
想
的
課
題
は
、
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
対
し
て
応
答
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
近
代
人
・
教
養
市
民
層
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
的
伝
統
へ
の
批
覇
に
対
し
て
、
学
問
論
・
科
学
論
の
レ
ベ
ル
で
応
答
し
、
ま
た
労
働
者
階
級
の
キ
リ
ス
ト
教
・
キ
リ
ス
ト
教
世
界
へ
の
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批
判
に
対
し
て
、
社
会
改
革
へ
の
参
与
な
ど
を
通
し
て
実
践
的
レ
ベ
ル
に
お
い
て
応
答
す
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
自

由
主
義
神
学
が
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
対
し
て
、
学
問
論
レ
ベ
ル
で
答
え
、
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
科
学
的
な
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
形
成

を
目
指
し
た
の
と
華
言
に
、
科
学
論
の
構
築
に
基
づ
い
て
神
学
の
科
学
性
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
一
九
二

〇
年
代
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学
論
を
含
む
「
文
化
の
神
学
」
（
円
巳
け
自
誓
①
。
一
。
α
q
同
の
）
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
「
文
化
の
神
学
」
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
を
特
徴
付
け
る
思
想
構
想
で
あ
っ
て
、
近
代
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
直
面
し

た
宗
教
と
文
化
の
分
裂
状
況
（
他
律
と
自
律
の
対
立
）
を
克
服
す
る
た
め
に
、
宗
教
と
文
化
を
新
た
な
仕
方
で
総
合
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
意
図
は
、
近
代
の
自
律
的
理
性
に
合
致
し
た
真
理
と
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
の
信
仰
的
真
理
と
い
う
二
重
真
理
状
態
を

克
服
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
二
重
性
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
廃
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
意
識
に
の
ぼ
る
や
い
な
や
耐
え
難
い
も
の
と
な
る
。

　
　
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
意
識
を
破
壊
す
る
か
ら
で
あ
る
。
（
ゴ
霞
。
ダ
お
H
P
ψ
謡
）

　
こ
の
「
文
化
の
神
学
」
構
想
に
は
、
宗
教
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
三
つ
の
課
題
が
課
せ
ら
れ
る
。
ω
文
化
の
一
般
的
な
宗
教
的
分



析
、
②
文
化
の
宗
教
的
類
型
論
と
歴
史
哲
学
、
③
文
化
の
具
体
的
で
宗
教
的
な
体
系
化
の
三
つ
で
あ
る
（
陣
ぴ
凶
創
4
ω
．
刈
①
）
。
こ
の
三
つ
の
課
題

は
、
一
九
二
三
年
の
科
学
論
（
『
諸
学
の
体
系
』
）
に
お
い
て
、
精
神
科
学
を
構
成
す
る
、
哲
学
（
宗
教
哲
学
な
ど
）
、
精
神
史
（
宗
教
の
精
神

史
な
ど
）
、
規
範
的
体
系
学
（
体
系
的
神
学
な
ど
）
の
三
つ
の
要
素
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
諸
学
の
体
系
論
は
、
空
虚
な

形
式
主
義
と
い
う
批
判
に
応
答
し
つ
つ
一
「
認
識
そ
の
も
の
が
、
認
識
の
体
系
を
構
築
す
る
よ
う
に
要
求
」
（
ゴ
霞
。
貫
お
ト
。
ω
あ
．
H
H
①
）
す

る
　
　
、
認
識
行
為
の
現
象
学
的
分
析
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
学
に
お
け
る
認
識
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
認
識
の
心
的
内

容
な
ど
の
実
体
化
を
中
断
し
（
自
然
的
態
度
の
エ
ポ
ケ
ー
）
、
純
粋
意
識
の
領
野
に
お
け
る
志
向
相
関
を
直
観
的
に
確
保
し
つ
つ
記
述
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
思
惟
θ
Φ
艮
Φ
昌
）
と
存
在
（
ω
Φ
ぎ
）
と
い
う
認
識
行
為
を
構
成
す
る
本
質
的
要
素
（
認
識
の
原
理
）
が
取
り
出
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
に
第
三
の
要
素
と
し
て
精
神
（
認
識
行
為
自
体
に
つ
い
て
の
認
識
。
認
識
の
自
己
参
照
性
）
を
加
え
た
三
つ
の
原
理

一
「
我
々
は
思
惟
、
存
在
、
精
神
の
三
つ
の
も
の
を
諸
学
の
体
系
の
基
礎
」
（
出
り
一
反
G
　
ω
．
　
一
ト
⊃
H
）
と
す
る
一
か
ら
、
諸
学
の
体
系
の
全
体

像
（
思
惟
科
学
、
存
在
科
学
、
精
神
科
学
）
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
①
思
惟
科
学
日
論
理
学
、
数
学
、
現
象
学

　
　
②
存
在
科
学
”
法
則
、
形
態
、
継
起
と
い
う
実
在
の
あ
り
方
に
対
応
し
て
。

　
　
　
ω
法
則
科
学
日
数
理
物
理
学
、
力
学
、
化
学
、
鉱
物
学

　
　
　
②
形
態
科
学
”
生
物
学
、
心
理
学
、
社
会
学
、
医
学
、
教
育
学
、
社
会
経
済
学
、
統
計
学

　
　
　
㈲
継
起
科
学
”
歴
史
学
、
人
類
学
、
記
述
民
族
学
、
言
語
学
、
文
献
学

　
　
③
精
神
科
学
一
哲
学
、
倫
理
学
、
神
学
、
形
而
上
学
、
政
治
学
、
国
家
論

　
神
学
は
、
こ
の
諸
学
の
体
系
の
内
部
に
お
い
て
、
次
の
二
重
の
仕
方
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
に
応
じ
て
神
学
の
科
学
性

が
論
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
神
学
は
精
神
科
学
に
属
す
る
一
科
学
（
規
範
的
で
体
系
的
な
宗
教
論
）
で
あ
る
。
諸
学
の
体
系
内
に
位
置
す
る
高

度
に
専
門
化
さ
れ
た
一
学
科
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
学
は
そ
れ
に
応
じ
た
固
有
の
専
門
領
域
と
科
学
性
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

五



哲
学
厨
究
　
第
五
百
九
十
六
号

山ノ、

こ
の
際
に
留
意
す
べ
き
は
、
諸
科
学
と
の
体
系
的
な
整
合
性
ぬ
き
に
、
神
学
の
こ
の
科
学
性
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
神
学
は
宗
教
を
認
識
対
象
と
す
る
宗
教
哲
学
や
宗
教
史
と
と
も
に
宗
教
学
を
構
成
し
て
お
り
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
！
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

借
用
命
題
と
し
て
論
じ
た
よ
う
に
、
隣
接
す
る
諸
学
科
と
の
緊
密
な
関
係
性
に
お
い
て
一
つ
の
科
学
と
し
て
存
立
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
神
学
は
、
学
の
体
系
内
の
隣
接
諸
学
科
と
の
密
接
な
関
わ
り
の
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
連
関
の
外
に
お
い
て

は
、
神
学
の
科
学
性
は
保
証
で
き
な
い
。
以
上
の
点
は
、
　
九
二
〇
年
代
の
科
学
論
の
中
心
的
議
論
で
あ
り
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
自
由
主
義
神

学
の
線
で
神
学
の
科
学
性
を
論
じ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
同
時
に
、
神
学
に
は
、
神
宮
的
と
い
う
精
神
的
態
度
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
神
田
（
6
冨
0
8
邑
①
）
を
論
じ
る
に
は
、
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

概
念
の
分
析
が
必
要
と
な
る
が
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
意
味
論
の
要
点
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
意
味
は
意
味
連
関
と
い
う
形
式
を
有
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
語
の
意
味
は
そ
の
語
が
属
す
る
言
語
体
系
（
連
関
）
内
の
諸
語
と
の
関
係
性
（
差
異
と
類
似
）
と
い
う
形
式
に
お
い

て
規
定
で
き
る
。
こ
の
点
で
意
味
と
は
意
味
連
関
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
意
味
連
関
全
体
の
意
味
は
こ
の
意
味
連
関
内
部
の
関
係
性

と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
は
規
定
で
き
な
い
。
言
語
体
系
の
全
体
は
、
言
語
共
同
体
の
基
本
的
な
実
在
理
解
に
依
存
し
、
歴
史
性
を
帯
び
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
、
こ
れ
を
意
味
の
内
実
（
0
9
山
け
）
と
呼
び
、
「
形
式
一
内
実
」
（
司
鍵
蟹
あ
Φ
冨
ε
と
い
う
対
概
念
に
も

と
つ
く
意
味
論
に
よ
っ
て
、
諸
学
の
体
系
の
構
造
を
論
じ
て
い
る
。
諸
学
の
体
系
は
、
諸
学
相
互
の
形
式
（
こ
れ
が
先
に
見
た
科
学
性
に
対

応
す
る
）
だ
け
で
な
く
、
体
系
の
内
実
と
い
う
点
か
ら
も
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
体
系
の
内
実
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

　
　
現
実
の
体
系
が
構
築
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
形
式
の
内
に
、
単
な
る
形
式
以
上
の
も
の
が
顕
わ
に
な
る
。
こ
の
体
系
の
生
き
た

　
　
力
が
体
系
の
内
実
で
あ
り
、
体
系
の
創
造
的
な
立
場
、
根
源
的
直
観
な
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
体
系
は
、
そ
れ
を
根
拠
づ
け
構
築
す
る

　
　
原
理
に
よ
っ
て
活
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
究
極
原
理
は
究
極
的
な
現
実
直
観
、
根
源
的
な
生
の
態
度
の
表
現
で

　
　
あ
る
。
内
実
が
、
諸
学
の
形
式
的
体
系
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
瞬
間
に
現
れ
出
る
。
そ
れ
は
形
而
上
学
的
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
個
々
の



　
　
形
式
や
諸
形
式
全
体
を
超
え
て
い
る
。
…
…
形
而
上
学
的
も
の
は
体
系
の
生
き
た
力
、
意
味
、
血
液
な
の
で
あ
る
。
（
凶
σ
一
山
こ
ω
．
回
回
○
◎
）

　
諸
学
の
相
互
連
関
と
い
う
形
式
が
諸
学
の
自
律
性
に
関
わ
る
の
に
対
し
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
雷
う
神
律
と
は
、
こ
の
内
実
へ
の
精
神
の
志

向
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
「
神
」
と
い
う
世
界
体
系
全
体
の
内
実
を
志
向
す
る
点
で
、
神
学
と
は
七
律
的
体
系
学
な
の
で
あ
り
、

体
系
の
内
実
を
直
接
主
題
化
す
る
神
律
性
と
い
う
点
に
お
い
て
こ
そ
、
神
学
と
他
の
諸
科
学
と
の
決
定
的
な
相
違
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
一
神
学
ど
形
而
上
学
と
の
関
係
と
い
う
問
題
は
残
る
と
し
て
も
一
。
し
た
が
っ
て
、
神
学
の
科
学
性
は
、
単
に
諸
科
学
と
の
整
合
性

に
お
い
て
の
み
兇
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
諸
科
学
が
共
通
に
前
提
と
す
る
諸
学
の
体
系
の
内
実
と
の
関
係
性
と
い
う
も
う
一
つ
の
基
準
に

よ
っ
て
理
解
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
一
九
二
〇
年
代
の
科
学
論
に
お
い
て
神
学
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
べ

き
第
二
の
科
学
性
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
諸
学
の
体
系
内
部
に
お
け
る
諸
学
と
の
相
互
連
関
と
そ
の
固
有
の
位
置
づ
廿
に
基
づ
く
第
一
の
科
学
性
が
一
九
世
紀
の
自
由
主
義
神
学
の

線
上
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
体
系
の
内
実
と
の
神
律
的
関
係
に
規
定
さ
れ
た
第
二
の
科
学
性
は
、
一
九
世
紀
の
神
学
的
思
惟
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
の
差
異
性
、
あ
る
い
は
二
〇
世
紀
の
弁
証
法
神
学
の
問
題
意
識
と
の
類
似
性
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学
論
と
神

学
理
解
は
、
一
九
世
紀
の
神
学
思
想
と
二
〇
世
紀
の
思
想
が
交
差
す
る
地
点
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
二
〇
年
代
の
科
学
論
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
論
と
の
関
連
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に

理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
で
、
一
九
世
紀
的
な
科
学
論
に
基
づ
く
神
学
の
科
学
性
の
議
論
が
、
諸
学
の
体
系
内
部
で
の
神
学
と
諸
学

と
の
相
互
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
神
学
と
諸
科
学
と
の
対
立
を
回
避
す
る
試
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
〇
世
紀
的
な
問
題

意
識
を
共
有
し
て
な
さ
れ
た
神
学
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
神
律
的
な
学
と
し
て
の
神
学
と
自
律
的
な
学
と
し
て
の
諸
科
学
と
の
原
理
的
な
区

別
に
よ
っ
て
、
神
学
と
諸
科
学
と
の
対
立
を
一
挙
に
根
底
か
ら
解
決
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
解
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
両
者
共
に
、

進
化
論
論
争
や
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
論
争
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
対
立
図
式
へ
の
批
判
的
な
応
答
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
、
宗
教
と
科
学
の

関
係
論
に
お
け
る
対
立
論
か
ら
分
離
論
へ
の
移
行
の
完
成
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
分
離
論
を
基
調
と
し
た
あ
り
方
は
、

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

七



折
漏
学
研
明
究
　
箪
叩
五
百
九
十
六
口
写

八

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
や
彼
と
神
学
に
関
す
る
問
題
意
識
を
共
有
す
る
弁
証
法
神
学
の
神
学
者
た
ち
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
二
〇
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

紀
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
宗
教
と
科
学
と
の
原
理
的
区
劉
に
基
づ
く
分
離
論
が
支
配
的
な
時
期
と
な
っ
た
。

　
（
二
）
　
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学
論
、
分
離
論
か
ら
対
話
論
へ

　
一
九
三
三
年
の
ア
メ
リ
カ
亡
命
後
も
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
新
し
い
学
的
環
境
に
お
い
て
思
索
を
継
続
し
、
そ
の
成
果
は
一
九
五
〇
年
代
の
後

期
の
著
作
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
主
著
㎎
組
織
神
学
』
全
三
巻
（
一
九
五
一
～
六
三
年
）
は

「
相
関
の
方
法
」
（
巴
P
①
汁
げ
O
匹
　
O
噛
　
O
O
「
H
Φ
一
簿
叶
一
〇
謬
）
に
よ
っ
て
神
学
体
系
の
構
築
を
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学

論
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
こ
の
相
関
の
方
法
か
ら
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
相
関
の
方
法
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
人
間
の
状
況
が
内
包
す
る
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
解
釈
し
相
関
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
体
系
を
提
示
す
る
試
み
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
真
理
性
あ
る
い
は
有
意
味
性
を
時
代
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

状
況
の
中
で
提
示
す
る
と
い
う
前
期
の
思
索
か
ら
一
貫
し
た
弁
証
的
意
図
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
相
関
を
め
ぐ
る
神
学
と
哲
学
の
関
連
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

　
　
人
間
の
状
況
の
分
析
は
、
文
化
の
全
領
域
に
お
け
る
人
間
の
創
造
的
な
自
己
解
釈
に
よ
っ
て
利
用
斑
能
と
さ
れ
た
素
材
を
用
い
る
。

　
　
…
…
神
学
者
は
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
答
え
と
の
関
係
で
、
こ
れ
ら
の
素
材
を
組
織
化
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
照
ら
し
て
、
神
学
者
は
た
い
て
い
の
哲
学
者
が
行
う
よ
り
も
、
透
徹
し
た
実
存
の
分
析
を
行
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
な
お
も
哲
学
的
分
析
な
の
で
あ
る
。
実
存
に
含
意
さ
れ
た
問
い
を
展
開
し
つ
つ
、
実
存
を
分
析
す
る

　
　
こ
と
は
、
哲
学
的
課
題
で
あ
る
。
た
と
え
、
そ
れ
が
神
学
者
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
よ
う
な
宗
教
改
革
者

　
　
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
な
の
で
あ
る
。
（
雌
臨
9
し
㊤
9
＄
）

　
一
九
二
〇
年
代
の
諸
学
の
体
系
に
お
い
て
は
、
哲
学
は
独
立
し
た
一
つ
の
精
神
科
学
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
精
神
科
学
に
属
す
る
諸
学



す
べ
て
の
基
本
的
な
構
成
要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ぽ
、
宗
教
学
に
お
け
る
哲
学
的
要
素
と
し
て
の
宗

教
哲
学
、
芸
術
学
に
お
け
る
芸
術
哲
学
、
法
学
に
お
け
る
法
哲
学
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
哲
学
は
、
学
科
と
し
て
の
神
学
の
外
部
に
あ

る
相
関
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
で
は
、
哲
学
は
相
関
の
方
法
の
文
脈
に
お
い
て
、

状
況
が
内
包
す
る
問
い
の
定
式
化
と
い
う
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
、
哲
学
に
諸
科
学
に
対
す
る
、
い
わ
ば
特
権
的
位
置
を
与
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
科
学
的
探
究
と
神
学
と
の
間
の
接
触
点
は
、
科
学
と
神
学
の
両
者
に
お
け
る
哲
学
的
要
素
の
な
か
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
学
の
特
殊

　
　
な
科
学
に
対
す
る
関
係
の
問
い
は
、
神
学
と
哲
学
の
関
係
の
問
い
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
駒
び
凶
鳥
4
H
O
o
）

　
し
た
が
っ
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
後
期
思
想
に
お
い
て
は
、
哲
学
が
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
論
の
中
心
に
位
置
し
、
こ
の
哲
学
を
介
し
て
神

学
と
諸
科
学
と
は
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
哲
学
は
、
相
関
の
方
法
に
即
し
て
言
え
ば
、
問
い
の
定
式
化
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
実
際
の
機
能
に
従
え
ば
、
哲
学
は
問
い
の
み
な
ら
ず
答
え
の
定
式
化
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
哲
学
の
位
置
づ
け
は
決
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

単
純
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
状
況
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
自
体
、
哲
学
的
解
釈
学
的

作
業
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
科
学
性
が
こ
の
解
釈
学
的
構
造
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学

論
は
ま
さ
に
解
釈
学
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
論
の
詳
細
は
、
哲
学
的
要
素
の
分
析
、
特
に
哲
学
と
神

学
と
の
関
係
の
分
析
を
要
求
し
、
宗
教
と
科
学
の
対
立
は
、
宗
教
と
哲
学
の
対
立
に
収
敏
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
対
立
に
関
し
て
、
テ
ィ

リ
ッ
ヒ
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
対
立
は
戦
い
が
行
わ
れ
る
共
通
基
盤
（
O
O
鷹
P
露
O
P
　
び
鋤
ω
一
ω
）
を
前
提
に
す
る
。
し
か
し
、
神
学
と
哲
学
の
間
に
は
共
通
基
盤
は
存
在
し

　
　
な
い
。
…
…
哲
学
的
レ
ベ
ル
で
の
対
立
は
、
二
つ
の
哲
学
者
の
間
の
対
立
で
あ
り
、
そ
の
内
一
人
が
た
ま
た
ま
神
学
者
で
あ
っ
た
だ
け

　
　
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
学
と
哲
学
の
間
の
対
立
で
は
な
い
。
（
凶
ぴ
藁
』
①
）

　
こ
の
共
通
基
盤
が
存
在
し
な
い
と
の
議
論
は
、
神
学
と
哲
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
こ
れ

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

九
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一
〇

は
神
学
と
諸
科
学
の
間
に
も
対
立
は
起
こ
り
え
な
い
こ
と
を
帰
結
す
る
。
こ
の
点
で
前
期
の
科
学
論
に
お
け
る
神
律
的
学
と
自
律
的
学
と
の

根
本
的
区
別
に
応
じ
る
も
の
と
言
え
る
。
意
昧
内
実
を
志
向
す
る
曲
律
的
態
度
と
意
味
形
式
の
定
位
す
る
自
律
的
諸
科
学
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
い
ず
れ
か
の
側
に
逸
脱
が
な
い
限
り
、
本
来
、
対
立
が
生
じ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
現
代
の
創
造
論
者
と
進
化
論
者
と

の
間
の
論
争
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
神
学
と
生
物
学
と
の
対
立
で
は
な
く
、
い
ず
れ
か
｝
方
が
あ
る
い
は
双
方
が
、
本
来
の
あ
る
べ
き
学
的

あ
り
方
か
ら
逸
脱
し
た
結
果
発
生
し
た
擬
似
的
対
立
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
対
立
だ
け
で
な
く
対
話
も
成
立
し
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
共
通
基
盤
の
不
在
と
い
う
主
張
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
議
論
の
一
面
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
共
通
基
盤
と
対
比
さ
れ
る
共
通
根
拠

（
。
o
B
ヨ
8
ひ
q
8
量
自
）
へ
の
示
唆
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
共
通
根
拠
は
、
梢
関
の
方
法
と
い
う
組
織
神
学
の
方
法
論
の
基

礎
に
関
わ
る
論
点
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
文
脈
で
登
場
す
る
。

　
　
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
人
は
問
い
を
発
す
る
人
間
と
な
に
か
共
通
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漠
然

　
　
と
し
た
言
い
方
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
弁
証
神
学
者
は
共
通
根
拠
を
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
薫
⊆
‘
①
）

　
問
い
と
答
え
が
相
関
す
る
た
め
に
必
要
な
共
通
の
何
も
の
か
、
こ
の
共
通
根
拠
こ
そ
が
神
学
と
哲
学
と
の
関
連
性
、
そ
し
て
神
学
と
諸
科

学
と
の
関
係
性
を
可
能
に
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
宗
教
と
科
学
と
の
対
話
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
そ
れ
は
こ
の
共
通
根
拠
に
基

づ
く
と
考
え
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
お
い
て
は
、
こ
の
共
通
基
盤
と
共
通
根
拠
を
め
ぐ
る
議
論
（
特
に
両
者
の
関
係
に

つ
い
て
）
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
追
及
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
漢
学
と
し
た
言
い
方
」
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
－
前
期
の
思
索
に
お
け
る
意
味
概
念
の
分
析
は
共
通
根
拠
を
論
じ
る
上
で
　
つ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
一
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
に
関
し
て
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
基
本
的
に
分
離
論
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の

共
通
根
拠
に
つ
い
て
の
議
論
を
深
め
る
必
要
性
を
十
分
に
意
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

の
思
想
を
さ
ら
に
詳
細
に
見
る
な
ら
ば
、
分
離
論
を
乗
り
越
え
る
展
開
を
確
認
す
る
こ
と
は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

五
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
り
『
組
織
神
学
輪
第
三
巻
に
結
実
す
る
次
元
論
は
そ
の
観
点
か
ら
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、



こ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
晩
年
期
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
索
か
ら
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
論
の
新
し
い
展
開
を
示
唆
す
る
次
の
議
論
に
つ

い
て
の
み
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
　
な
ぜ
な
ら
、
科
学
に
は
も
う
一
つ
の
要
索
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
精
神
的
生
の
全
体
に
、
そ
れ
ゆ
え
宇
宙
に
お

　
　
け
る
人
間
の
自
己
解
釈
に
、
科
学
が
参
与
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
神
話
論
的
ま
た
形
而
上
学
的
な
言
葉
に
お

　
　
け
る
自
己
解
釈
か
ら
、
科
学
は
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
発
展
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
も
、
科
学
は
そ
の
根
拠
を
完
全
に
捨
て

　
　
去
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
科
学
自
体
が
宗
教
的
次
元
に
到
達
す
る
の
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。
（
目
ま
。
戸
お
①
ρ
H
毅
）

　
こ
の
科
学
自
体
の
宗
教
的
次
元
と
は
、
神
学
と
哲
学
が
、
あ
る
い
は
神
学
と
諸
科
学
が
相
互
の
対
話
に
お
い
て
参
与
す
べ
き
「
宇
宙
に
お

け
る
入
間
の
自
己
解
釈
」
「
人
間
の
精
神
的
生
の
全
体
性
」
で
あ
っ
て
、
先
に
共
通
根
拠
と
し
て
指
示
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
意
味
で
の
共
通
根
拠
が
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
に
続
く
神
学
者
が
問
う
べ
き
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
憂
節
に
お
い
て
モ

ル
ト
マ
ン
を
手
が
か
り
に
論
じ
る
こ
と
と
し
、
本
節
は
、
宗
教
と
科
学
の
関
係
論
を
め
ぐ
る
晩
年
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
展
望
（
再
統
合
あ
る
い

は
協
力
の
希
望
）
を
引
用
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
　
さ
て
、
こ
れ
は
わ
た
し
を
最
後
の
地
点
へ
と
導
く
。
そ
し
て
、
わ
た
し
は
次
の
よ
う
に
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
総
括
し
た
い
。
宗
教
、
科

　
　
学
、
哲
学
の
問
の
対
立
の
時
代
は
、
原
理
的
に
過
ぎ
去
っ
た
。
も
っ
と
も
、
思
想
の
よ
り
古
い
時
代
に
逆
戻
り
し
て
い
る
個
々
人
は
ま

　
　
だ
存
在
し
て
い
る
け
れ
ど
も
。
わ
た
し
た
ち
は
寛
容
の
時
代
に
生
き
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
と

　
　
い
う
の
も
、
そ
れ
は
相
互
に
認
め
合
う
が
結
合
す
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
常
に
再
統
合
を
、
こ
の

　
　
場
合
は
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
今
日
雲
影
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
く
の
場
所
で
始
ま
っ
て
お
り
、
わ
た
し
は
、

　
　
そ
れ
が
ま
す
ま
す
力
あ
る
現
実
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希
望
を
表
明
し
た
い
。
（
8
葭
面
し
り
O
ω
仏
趨
）

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

＝
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二

三
　
モ
ル
ト
マ
ン
、
宗
教
と
科
学
の
対
話
と
自
然
神
学
の
課
題

　
（
一
）
　
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
の
展
開
と
科
学
論

　
モ
ル
ト
マ
ソ
は
バ
ル
ト
や
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
ら
に
続
く
世
代
の
神
学
者
の
一
人
で
あ
り
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
た
思
想
家
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
モ
ル
ト
マ
ソ
（
特
に
前
期
モ
ル
ト
マ
ン
）
は
、
社
会
批
判
や
社
会
哲
学
、
そ
し
て
そ
れ
に
連
関
し
た
終
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

論
に
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
次
の
、
森
田
の
指
摘
は
標
準
的
な
モ
ル
ト
マ
ソ
解
釈
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
第
三
の
新
し
い
動
向
を
代
表
す
る
の
は
、
J
・
モ
ル
ト
マ
ン
で
あ
り
、
彼
を
一
躍
注
目
さ
せ
る
に
至
っ
た
の
は
、
『
希
望
の
神
学
』
（
】

　
　
九
六
照
年
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
は
や
が
て
「
質
素
の
神
学
（
革
命
の
神
学
）
」
の
展

　
　
開
を
う
な
が
し
、
そ
の
後
の
W
C
C
の
神
学
的
基
本
線
を
提
供
す
る
。
…
…
モ
ル
ト
マ
ン
の
最
初
の
三
部
作
㎎
希
望
の
神
学
』
、
『
十
字

　
　
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
』
（
　
九
七
二
年
）
、
『
霊
の
力
に
お
け
る
教
会
』
（
一
九
七
五
年
）
を
読
む
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
ブ
ロ
ッ
ホ
の
み
な

　
　
ら
ず
（
た
と
い
多
く
の
言
及
が
な
さ
れ
ず
と
も
）
ア
ド
ル
ノ
、
バ
バ
ー
マ
ス
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学
派
の
い
わ
ゆ
る
「
批
判
的

　
　
理
論
」
の
社
会
哲
学
の
主
張
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
森
田
、
　
九
八
七
、
四
一
）

　
し
か
し
、
モ
ル
ト
マ
ソ
の
思
索
は
、
｝
九
八
○
年
以
降
に
な
る
と
、
大
き
な
転
換
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
、
森
田
が
、
「
直
ち

に
気
づ
く
新
し
い
特
色
は
、
彼
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
神
学
を
唱
え
る
米
国
の
プ
ロ
セ
ス
神
学
に
か
な
り
の
接
近
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
」

（
同
書
、
四
二
）
と
論
じ
る
通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
モ
ル
ト
マ
ン
に
関
し
て
従
来
あ
ま
り
問
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
前
期
か
ら
後
期

の
全
体
を
貫
く
隠
れ
た
思
索
の
線
と
し
て
「
宗
教
と
科
学
」
関
係
論
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
前
節
で
見
た
テ
ィ
リ

ッ
ヒ
の
問
い
の
継
承
と
発
展
に
つ
い
て
一
つ
の
苺
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
実
際
、
モ
ル
ト
マ
ン
を
一
躍
有
名
に
し
た
『
希
望
の
神
学
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
諸
論
考
に
お
い
て
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
す
で
に
科
学
あ
る
い

は
科
学
技
術
に
つ
い
て
雷
及
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
『
神
学
の
展
望
－
現
代
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
課
題
蜘
（
一
九
六
八
年
）
と



題
さ
れ
た
論
文
集
の
第
一
二
論
文
「
近
代
科
学
の
世
界
に
お
け
る
神
学
」
（
一
九
六
六
年
目
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
モ
ル
ト
マ
ン
は
、

現
代
の
状
況
に
お
い
て
、
神
学
と
自
然
科
学
が
、
「
互
い
に
関
連
な
く
並
行
し
て
、
も
は
や
何
も
言
う
べ
き
こ
と
が
な
い
発
言
の
葛
藤
喪
失

の
中
」
に
あ
っ
て
、
「
互
い
に
意
味
な
く
並
存
し
て
い
る
」
（
ζ
。
犀
ヨ
p
。
暮
”
H
㊤
①
。
。
b
＄
h
）
こ
と
、
つ
ま
り
、
「
精
神
神
学
と
自
然
科
学
と
の
間

の
溝
」
（
出
り
凶
鳥
こ
　
b
o
『
H
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
一
九
世
紀
か
ら
進
展
し
モ
ル
ト
マ
ン
の
前
世
代
の
神
学
者
た
ち
が
共
有

し
て
い
た
分
離
論
が
も
た
ら
し
た
事
態
で
あ
り
、
精
神
的
営
み
は
「
様
々
な
真
理
の
諸
領
域
」
に
劉
れ
、
「
近
代
精
神
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
複
線
化
」
（
筐
自
‘
N
謁
）
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
の
分
離
論
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
現
代
科
学
は
、
現
代
の
技
術
の
可
能
性
と
解
き
が
た
く
結
合
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
さ
ら
に
社
会
全
体
の
巨
大
科
学
と
国
家
的
計
画
に

　
　
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
投
資
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
投
資
は
、
か
か
る
企
画
に
お
い
て
人
聞
を
尊
重
す
る
生
の
未
来
が
求
め

　
　
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
意
味
深
い
も
の
と
な
る
。
こ
こ
に
政
治
と
社
会
全
体
そ
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
未
来
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
が
、
相

　
　
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
。
（
慧
伽
．
』
。
。
α
）

科
学
と
技
術
が
今
や
不
可
分
な
巨
大
な
一
つ
の
実
在
と
し
て
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
を
な
す
に
い
た
っ
た
現
代
世
界
、
こ
れ
が
モ
ル

ト
マ
ソ
の
問
う
科
学
技
術
の
現
実
形
態
で
あ
り
、
未
来
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
希
望
）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
主
題
は
こ
の
新
し
い
問
題
の

文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
モ
ル
ト
マ
ン
が
指
摘
す
る
の
は
、
「
純
粋
な
客
観
性
を
越
え
て
新
し
い
道
徳

性
（
エ
ト
ス
）
を
要
求
す
る
責
任
」
（
筐
匹
●
）
な
ら
び
に
、
科
学
と
希
望
の
未
来
の
目
標
と
を
相
互
に
媒
介
す
る
対
話
の
意
義
（
ま
直
る
。
。
刈
）

な
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
モ
ル
ト
マ
ン
が
前
節
で
見
た
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
こ
に
一

九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
転
換
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
前
期
モ
ル
ト
マ
ン
に
つ
い
て
、
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
論
文
「
近
代
科
学
の
世
界
に
お
け
る
神
学
」
に
お
け
る
科
学

技
術
の
議
論
は
、
前
期
モ
ル
ト
マ
ン
に
お
け
る
周
辺
的
な
問
題
で
は
な
く
、
『
希
望
の
神
学
』
か
ら
始
ま
る
神
学
構
想
自
体
に
含
意
さ
れ
て

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

＝
二
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号

一
賄

い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ぽ
、
論
集
『
神
学
の
展
望
』
の
第
一
一
論
文
「
希
望
と
計
画
」
（
一
九
六
六
年
）
で
、
モ
ル
ト
マ
ン

は
カ
ン
ト
の
歴
史
哲
学
に
言
及
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
は
、
未
来
を
宿
命
的
に
タ
ブ
ー
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
神
信
仰
の
助
け
に
よ
っ
て
未
来
に
対
応
で

　
　
き
る
な
ど
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
ま
た
、
展
望
す
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
世
界
の
中
で
、
人
間
は
「
頭
を
高
く
上
げ

　
　
て
」
意
義
深
い
目
標
を
認
識
し
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
人
間
的
ま
た
物
質
的
脚
力
を
投
資
す
る
勇
気
を
見
つ
け
る
た
め
に
努
力
す
べ
き
な

　
　
の
で
あ
る
。
（
皆
銘
る
①
。
。
）

　
神
の
事
柄
で
あ
る
約
束
と
希
望
は
、
人
間
の
主
体
的
行
為
と
未
来
に
向
け
た
計
画
性
を
廃
棄
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
両
者
は
結
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
V

つ
け
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
人
間
の
計
画
性
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
現
代
世
界
に
お
い
て
、
科
学
技
術
か
ら
分
離
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ソ
神
学
に
お
い
て
、
科
学
の
問
題
は
確
か
に
目
立
つ
テ
ー
マ
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
前
期
の
思
索
に

お
い
て
意
識
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
モ
ル
ト
マ
γ
が
宗
教
と
科
学
と
の
継
続
的
な
対
話
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
「
純
粋
な
客
観
性
を
越
え

て
新
し
い
道
徳
性
を
求
め
る
責
任
」
が
、
噸
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
蜘
（
一
九
七
二
年
）
と
ほ
蔭
同
蒋
期
の
論
文
で
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
『
科
学
と
知
恵
一
自
然
科
学
と
神
学
の
対
話
蜘
（
二
〇
〇
二
年
）
の
第
九
論
文
「
人
品
的

倫
理
と
生
化
学
的
進
歩
の
道
徳
性
（
エ
ト
ス
ご
（
一
九
七
一
年
）
で
、
「
ウ
イ
ル
ス
お
よ
び
バ
ク
テ
リ
ア
性
感
染
症
の
克
服
」
「
無
菌
世
界
と

い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」
、
「
向
精
神
薬
の
発
達
」
「
痛
み
な
き
世
界
」
、
「
臓
器
移
植
技
術
」
「
交
換
可
能
な
身
体
」
、
「
新
し
い
優
生
学
」
と
い
っ
た

生
命
倫
理
の
諸
問
題
に
言
及
し
つ
つ
、
「
こ
の
よ
う
な
人
問
の
関
心
、
希
望
、
ヴ
ィ
シ
ョ
ン
に
基
づ
い
て
、
生
化
学
の
進
歩
そ
の
も
の
が
、

人
類
の
偉
大
な
倫
理
的
企
て
と
な
る
の
で
あ
る
」
（
窯
。
詳
落
磐
p
・
。
O
O
・
。
払
霧
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
ま
さ
に
生
医
学
的
進
歩
は
幸
福
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
き
人
間
性
の
倫
理
は
、
苦
痛
の
医
学
的
緩

　
　
和
や
若
干
の
病
気
の
追
放
だ
け
で
な
く
、
苦
痛
や
病
気
や
死
を
人
聞
が
受
け
入
れ
、
意
識
的
に
自
ら
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
目
を
と
め



　
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
身
体
の
秩
序
が
人
間
の
人
格
の
秩
序
と
統
合
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
よ
う
に
、
生
医
学
の
進
歩
も
ま
た
、

　
の
秩
序
の
中
に
統
合
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
（
筐
山
‘
δ
Φ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

新
し
い
道
徳
性
、
入
間
性
の
倫
理
。
こ
れ
こ
そ
が
、
宗
教
と
科
学
が
相
互
の
対
話
に
お
い
て
問
う
べ
き
共
通
課
題
な
の
で
あ
る
。

人
間
性

　
（
二
）
　
後
期
モ
ル
ト
マ
ン
と
自
然
神
学

　
前
期
モ
ル
ト
マ
ン
が
晩
年
の
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
同
様
に
、
宗
教
と
科
学
の
分
離
論
が
支
配
的
な
状
況
下
で
、
対
話
の
必
要
性
を
意
識
し
て
い

た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
る
の
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
後
期
の
思
索
に
お

け
る
新
た
な
神
学
構
想
を
待
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
の
新
し
い
神
学
構
想
の
中
で
自
然
神
学
へ
の
言
及
が
た
び
た
び
な
さ

れ
、
宗
教
と
科
学
の
対
話
に
お
い
て
重
要
な
役
割
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。

　
一
九
八
五
年
の
『
創
造
に
お
け
る
神
』
に
お
い
て
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
現
代
の
環
境
危
機
と
の
関
連
で
キ
リ
ス
ト
教
的
創
造
論
を
再
考
す

る
試
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
環
境
世
界
・
生
態
系
を
神
の
被
造
物
と
し
て
認
識
す
る
根
拠
を
論
じ
る
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
自
然

神
学
な
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
自
然
神
学
と
は
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
き
た
「
自
然
が
神
認
識
の
た
め
に
ど
ん
な
貢
献
を
す
る

か
」
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
「
神
概
念
が
自
然
認
識
の
た
め
に
」
、
従
っ
て
環
境
論
を
展
開
す
る
た
め
に
、
「
ど
ん
な
貢
献
を
す
る
の
か
」

（
竃
。
鐸
吝
き
詳
H
⑩
。
。
9
①
①
）
を
問
題
に
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
見
る
よ
う
に
、
自
然
神
学
と
啓
示
神
学
を
二
つ
の
分
離
可
能

な
神
学
的
営
み
と
す
る
従
来
の
標
準
的
理
解
を
修
正
す
る
試
み
と
な
る
。

　
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
ま
ず
自
然
神
学
が
ス
ト
ア
哲
学
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
問
わ
れ
る
「
自
然
」
と
は
、
経
験
を
通
し
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
自
然
で
は
な
く
「
事
物
の
本
質
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
意
味
で
の
自
然
が
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
い
て
は
有
限
で
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

的
で
偶
然
な
被
造
物
と
解
さ
れ
た
こ
と
の
確
認
か
ら
議
論
を
開
始
す
る
。
続
い
て
、
伝
統
的
な
創
造
と
聖
書
に
由
来
す
る
二
重
の
神
認
識
と

い
う
枠
組
み
に
お
け
る
自
然
神
学
、
つ
ま
り
、
「
自
然
と
い
う
書
物
し
か
ら
の
神
認
識
（
良
心
の
内
な
る
証
し
に
よ
る
神
の
先
天
的
認
識
と
、

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

一
五
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一
六

自
然
認
識
か
ら
得
ら
れ
た
神
認
識
）
と
い
う
議
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
の
自
然
神
学
は
楽
園
に
お
け
る
神
認
識
の
残
余
、
痕

跡
、
想
起
と
い
う
仕
方
で
救
済
論
的
に
分
類
さ
れ
、
ま
た
啓
示
神
学
に
対
し
て
は
、
そ
の
準
備
、
確
認
、
目
標
、
代
用
、
競
争
、
敵
と
い
っ

た
仕
方
で
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
モ
ル
ト
マ
ソ
は
、
自
然
神
学
が
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
、
真
の
神
の
啓
示
に
つ
い
て
の

問
い
へ
導
く
教
育
的
機
能
、
人
間
を
信
仰
の
理
解
（
信
仰
の
知
解
）
へ
と
至
ら
せ
る
解
釈
学
的
機
能
、
そ
し
て
終
末
の
栄
光
に
お
け
る
神
認

識
の
先
取
り
と
し
て
の
終
末
論
的
機
能
と
い
う
三
つ
の
機
能
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
た
上
で
、
自
然
神
学
と
啓
示
神
学
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
終
末
に
お
け
る
栄
光
の
神
学
を
含
め
て
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

　
　
「
自
然
神
学
」
と
「
啓
示
神
学
」
の
毒
言
は
誤
解
を
与
え
る
。
神
は
一
な
る
も
の
な
の
だ
か
ら
、
二
つ
の
相
違
し
た
神
学
が
あ
る
の
で

　
　
は
な
く
、
た
だ
一
つ
の
神
学
が
あ
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
つ
の
神
学
は
、
様
々
な
状
況
と
時
代
的
綱
約
下
に
あ
る
。

　
　
こ
の
状
況
と
時
代
的
制
約
は
、
そ
の
つ
ど
の
神
の
現
在
の
様
態
（
ヨ
O
心
地
ω
O
『
効
①
ω
Φ
P
け
剛
9
Φ
一
）
Φ
剛
）
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
（
雪
国
．
為
悼
）

つ
ま
り
、
慮
然
神
学
が
原
初
の
創
造
（
自
然
の
国
）
と
い
う
条
件
下
で
の
神
学
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
自
然
だ
け
で
な
く
罪
と
堕
落
を

も
含
む
歴
史
（
恩
恵
の
国
）
と
い
う
条
件
下
あ
る
い
は
こ
の
歴
史
を
導
く
神
の
恩
恵
と
い
う
条
件
下
で
の
神
学
が
啓
示
神
学
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
啓
示
神
学
は
十
字
架
の
神
学
、
メ
シ
ア
的
神
学
、
旅
人
の
神
学
と
特
徴
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
終
末
の

栄
光
（
栄
光
の
国
）
の
条
件
下
で
の
神
学
は
栄
光
の
神
学
と
呼
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
霊
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
神
学
に
お
い
て
、

「
そ
の
つ
ど
後
に
続
く
神
学
の
形
態
が
先
立
つ
神
学
の
形
態
を
自
ら
の
内
に
受
容
し
て
い
る
こ
と
」
（
筐
P
お
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
自

然
神
学
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
自
体
の
基
礎
構
造
を
な
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
に
、
「
啓
示
神
学
は
歴
史
と
い
う
条
件
下
で
の

自
然
神
学
」
（
讐
凱
．
）
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
後
期
モ
ル
ト
マ
ン
の
神
学
構
想
に
お
い
て
は
、
自
然
神
学
が
自
然
と
歴
史
と
い
う
存
在

形
態
に
お
い
て
実
在
す
る
現
実
を
被
造
物
と
し
て
認
識
す
る
上
で
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
自
然
神
学
の
意
味
が
十
分
に
明
ら
か
に
な
る
に
は
、
さ
ら
に
　
定
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
八
○
年
か
ら
始

ま
っ
た
麗
し
い
神
学
構
想
は
、
『
創
造
に
お
け
る
神
㎞
を
経
て
、
モ
ル
ト
マ
ソ
神
学
の
方
法
論
の
提
示
と
も
言
え
る
、
『
神
学
的
思
考
の
諸
経



験
』
（
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
完
結
し
た
が
、
こ
の
『
神
学
的
思
考
の
諸
経
験
』
に
お
い
て
、
「
宗
教
と
科
学
」
関
係
論
に
対
し
て
自
然
神

学
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
、
明
確
に
表
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
第
一
章
「
神
学
と
は
何
か
」
（
神
学
体
系
の
序
論
的
考
察
）
を
締
め
く
く
る
最
後
の
第
六
節
に
お
い
て
自
然
神
学
に
つ

い
て
ま
と
ま
っ
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
前
提
と
し
て
の
自
然
神
学
」
「
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
目
標
と
し
て

の
自
然
神
学
」
「
キ
リ
ス
ト
教
神
学
自
体
が
真
の
自
然
神
学
で
あ
る
」
「
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
課
題
と
し
て
の
自
然
神
学
」
の
四
つ
の
部
分
に

わ
か
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
課
題
を
、
「
『
被
造
物
の
神
学
』
は
、
現
代
の
新
し
い
生
態
学
的

危
機
と
挑
戦
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
」
（
竃
O
一
叶
ヨ
餌
昌
質
匂
　
一
〇
㊤
ゆ
M
　
o
o
N
）
と
し
た
上
で
、
こ
の
課
題
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
「
自
然
科

学
や
科
学
技
術
と
の
共
同
作
業
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
『
自
然
神
学
』
の
枠
組
み
を
必
要
と
し
て
い
る
」
（
嚢
腫
甲
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
自
然
神
学
が
神
学
と
科
学
、
宗
教
と
科
学
と
の
共
岡
作
業
（
お
そ
ら
く
は
対
話
に
基
づ
く
）
の
基
盤
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
す
と
い

う
主
張
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
共
同
作
業
の
基
盤
が
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
言
う
共
通
根
拠
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

こ
う
し
て
後
期
モ
ル
ト
マ
ン
に
お
い
て
、
二
〇
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
は
、
対
立
論
を
分
離
論
に
お
い
て
乗
り
越
え
、
さ
ら
に
環
境
危
機

と
い
う
共
通
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
対
話
論
へ
と
た
ど
り
着
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
て
展
望
さ
れ
た
共
通
根
拠
は
、
宗

教
と
科
学
と
の
共
同
作
業
を
遥
か
に
超
え
た
射
程
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
様
々
な
宗
教
共
同
体
が
、
多
宗
教
的
社
会
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
お
い
て
、
共
に
生
き
て
い
く
の
に
応
じ
て
、
こ
れ
ら
の
宗
教

　
　
共
同
体
は
、
…
…
そ
れ
ら
の
も
ろ
も
ろ
の
差
異
が
表
現
で
き
る
、
共
通
の
場
所
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
…
…
宗
教
性
は
世
俗
性
と
同
様

　
　
に
、
共
通
の
生
に
奉
仕
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
（
陣
ぴ
凶
創
こ
O
Q
駆
）

　
宗
教
と
科
学
と
の
対
話
を
可
能
に
す
る
共
通
根
拠
は
、
同
時
に
、
複
数
の
諸
宗
教
相
亙
の
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
複
数
の
世
俗
性
相
互
の

多
様
な
対
話
を
も
可
能
に
す
る
も
の
と
な
る
。
本
稿
は
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
科
学
技
術
論
（
「
察
教
と
科
学
」
関
係
論
に
基
づ
く
科

学
技
術
の
神
学
）
の
基
礎
論
と
し
て
伝
統
的
な
自
然
神
学
を
再
考
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
二
〇
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
展
開
を
辿
っ

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

一
七
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て
き
た
が
、
後
期
モ
ル
ト
マ
ソ
の
自
然
神
学
は
、
そ
の
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
雷
え
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
む
す
び

　
後
期
モ
ル
ト
マ
ン
が
神
学
的
思
索
の
…
つ
の
到
達
点
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
で
思
索
の
歩
み
は
終
わ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
共
通
根
拠
が
自
然
神
学
の
課
題
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
細
部
は
モ
ル
ト
マ
ン
に
お

い
て
も
不
明
瞭
な
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
与
え
ら
れ
た
の
は
お
お
ま
か
な
ス
ケ
ッ
チ
に
過
ぎ
ず
、
さ
ら
に
継
続
的
な
探
究
が
求
め
ら
れ

る
。
で
は
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
思
索
を
引
き
継
い
で
、
二
一
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
は
ど
こ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

自
然
神
学
を
め
ぐ
る
二
…
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
を
む
す

び
た
い
。

　
ω
自
然
神
学
を
そ
の
歴
史
的
背
景
か
ら
見
直
す
作
業
。

　
自
然
神
学
の
理
解
を
深
め
、
現
代
の
問
題
状
況
に
お
い
て
そ
の
可
能
性
を
再
考
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
的
思
想
史
的
な
研
究
の
さ
ら
な
る

進
展
が
必
要
で
あ
る
。
本
稿
の
論
者
は
こ
れ
ま
で
ニ
ュ
ー
ト
ン
以
降
の
自
然
神
学
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
集
中
的
に
研
究
を
行
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

が
、
世
界
的
に
見
て
も
マ
ク
グ
ラ
ス
ら
に
よ
る
研
究
の
蓄
積
が
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
啓
蒙
主
義
の
自
然
神
学
を
批
調
的
体
系
的
に
再
検

討
す
る
に
は
今
後
多
く
の
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
が
な
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
課
題
に
な
る
の
は
、
啓
蒙
主
義
が
め
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

た
伝
統
超
越
的
な
普
遍
主
義
に
対
し
て
、
マ
ク
グ
ラ
ス
が
主
張
す
る
伝
統
特
殊
的
な
合
理
性
の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
②
自
然
神
学
の
方
法
論
の
精
密
化
。

　
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
科
学
技
術
論
の
基
礎
論
と
し
て
伝
統
的
な
自
然
神
学
を
再
考
す
る
た
め
に
は
、
お
お
づ
か
み
な
ス
ケ
ッ
チ
を

精
密
な
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
自
然
神
学
の
方
法
論
的
精
密
化
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
モ
ル
ト
マ
ン



と
同
世
代
の
神
学
者
で
あ
り
科
学
論
の
神
学
を
提
起
し
て
い
る
バ
ネ
ソ
ベ
ル
ク
や
そ
れ
を
方
法
論
的
に
展
開
し
た
ク
レ
イ
ト
ン
の
研
究
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
マ
ク
グ
ラ
ス
が
自
然
神
学
と
の
関
連
で
論
じ
て
い
る
意
味
論
も
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
意
味

論
は
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学
論
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
自
然
神
学
の
方
法
論
的
な
精
密
化
へ
の
寄
与
が
期
待
で
き
る
。

　
③
新
た
な
問
題
状
況
に
お
け
る
議
論
の
追
及
。

　
自
然
神
学
の
再
考
に
は
科
学
の
新
た
な
進
展
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
環
境
論
と
の
連
関
で
新
し
い
神
学

構
想
を
展
開
し
、
ク
レ
イ
ト
ン
は
最
近
の
脳
神
経
科
学
と
の
積
極
的
な
対
論
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
金
管
哲
の
遺
伝
子
工
学
と
神
学
と
の

関
わ
り
を
め
ぐ
る
研
究
や
3
・
1
1
以
降
問
題
化
し
て
い
る
原
子
力
を
め
ぐ
る
神
学
的
試
み
も
、
自
然
神
学
再
考
を
行
う
上
で
、
参
照
さ
れ
ね

　
　
　
（
2
1
）

ば
な
ら
な
い
。

　
ω
社
会
科
学
へ
の
自
然
神
学
の
拡
張
。

　
自
然
神
学
は
伝
統
的
に
「
自
然
の
神
学
」
と
い
う
形
で
、
し
か
も
し
ぼ
し
ぽ
自
然
を
通
し
た
神
認
識
の
問
題
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、

モ
ル
ト
マ
ン
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
来
の
自
然
神
学
は
入
営
の
被
造
的
な
自
然
本
性
に
基
づ
い
た
宗
教
と
科
学
と
の
共
同
作
業
の
基
盤
構

築
に
関
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
点
で
、
自
然
神
学
は
「
自
然
の
神
学
」
よ
り
も
大
き
な
射
程
を
有
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

学
や
政
治
学
と
い
っ
た
社
会
科
学
へ
の
拡
張
は
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
自
然
神
学
の
中
心
的
課
題
と
雷
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
環

境
論
は
科
学
技
術
と
関
連
す
る
だ
け
で
な
く
、
経
済
学
や
政
治
学
と
緊
密
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
略
　
号

以
下
の
文
献
は
、
略
号
で
引
用
さ
れ
る
。

ゴ
決
警
（
お
H
O
）
”
α
げ
興
α
δ
H
創
Φ
Φ
Φ
ぎ
2
↓
冨
。
一
。
α
q
同
Φ
O
曾
囚
塞
け
葺
鐸
ぎ
ミ
凝
ミ
ミ
さ
帖
謡
奪
尋
恥
く
。
一
』
己
Φ
9
ξ
け
Φ
が
H
O
り
ρ
ω
●
①
⑩
－
。
。
㎝
e

　
　
　
（
H
8
。
。
と
勇
払
鷺
§
魯
壕
§
誇
§
の
ミ
ミ
蟹
§
謹
簿
O
爵
§
的
ミ
§
駄
§
§
駄
ミ
ミ
瀞
ミ
§
」
§
ミ
ミ
§
ミ
罫
ミ
ミ
§
き
幕
。
・
＜
o
一
」
”
自
Φ

　
　
　
　
　
　
O
毎
鷺
Φ
き
一
⑩
。
。
ρ
ω
■
目
ω
－
卜
。
①
ω
．

　
　
　
現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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二
〇

　
　
　
（
H
㊤
蟄
）
”
魯
無
鴨
§
ミ
鳶
§
鳴
ミ
§
＜
o
一
」
”
↓
冨
d
三
く
Φ
凱
蔓
。
隔
O
窯
0
9
。
o
q
o
等
①
ω
ω
■

　
　
　
（
H
8
0
）
口
8
冨
男
色
9
。
銘
8
鮎
ρ
首
6
巳
電
げ
簿
芝
①
窪
ω
9
窪
。
Φ
磐
戸
殉
Φ
目
α
q
δ
戸
ぎ
こ
≧
胃
開
↓
『
o
ヨ
器
（
巴
．
γ
壽
ミ
霞
ミ
ら
勘
ミ
“
・
鳴
恕
ミ
ミ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
盟
妹
§
欺
§
§
9
ミ
寄
簿
隷
凡
◎
ミ
⑦
ミ
譜
聲
ζ
巽
8
巴
¢
艮
く
Φ
邑
蔓
牢
①
の
ω
い
り
。
。
ρ
薯
ひ
一
G
隠
H
－
一
α
。
。
“

　
　
　
（
一
〇
①
ω
）
日
労
①
＝
ぴ
q
圃
。
ジ
ω
9
①
湿
o
ρ
鋤
＆
勺
叢
一
〇
ω
8
ξ
℃
ぎ
…
聲
α
二
薯
⇒
窃
㊤
山
風
．

竃
。
犀
ヨ
餌
募
（
H
り
①
。
。
と
き
暮
簿
ミ
§
魯
、
ミ
ミ
ミ
武
鈷
＠
鶏
§
§
Q
、
鷺
郎
初
姿
無
縫
魯
O
冨
．
踏
p
。
冨
Φ
界

　
　
　
　
　
（
お
Q
。
㎝
）
口
O
ミ
牒
§
譜
、
9
、
～
§
ミ
吸
○
ぎ
～
幕
営
書
⑦
さ
§
篭
鵯
N
偽
、
謹
｝
O
耳
。
内
巴
ω
興

　
　
　
　
　
（
6
㊤
㊤
と
寒
、
ミ
§
鷺
壽
導
S
、
麸
貯
鳶
§
b
§
瀞
§
鯵
憂
§
匙
凄
鳩
§
Q
巨
多
募
ミ
審
ミ
↓
冨
。
一
〇
ゆ
q
凶
や
0
ξ
■
丙
9
β
一
ω
興

　
　
注

（
1
）
　
次
の
拙
論
を
参
照
。
芦
名
定
道
「
科
学
技
術
の
神
学
に
む
け
て
一
現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
文
脈
よ
り
」
、
日
本
宗
教
学
会
噸
宗
教
研
究
』
三
七

　
七
号
、
二
〇
＝
二
年
、
掲
載
予
定
。

（
2
）
　
門
宗
教
と
科
学
」
の
関
係
の
諸
類
型
に
つ
い
て
は
、
冨
欝
○
・
じ
σ
霞
げ
〇
二
び
沁
災
斜
ざ
同
一
ミ
ミ
的
織
§
舞
§
ミ
篭
ら
ミ
黙
鳶
職
8
ミ
ミ
ミ
》
ミ
§
藁
凄
・
・
～
ミ
鉾
（
》

　
幻
Φ
＜
δ
①
島
9
邑
晦
×
冨
邑
①
特
製
累
歳
〇
嵩
O
剛
沁
ミ
蒔
凡
§
§
蟄
遷
郎
題
ミ
の
亀
§
＆
γ
媛
9
。
二
）
霞
ω
§
牢
讐
8
誘
0
9
H
8
刈
な
ど
を
参
照
。

（
3
V
　
ニ
ュ
ー
ト
ン
主
義
の
自
然
神
学
に
つ
い
て
は
、
芦
名
定
道
隅
自
然
神
学
再
考
一
近
代
世
界
と
キ
リ
ス
ト
教
』
漫
心
轡
房
、
こ
○
〇
七
年
、
六
九
…

　
一
八
七
頁
、
を
参
照
。

（
4
）
　
レ
イ
や
ペ
イ
リ
…
の
霞
然
神
学
、
進
化
論
論
争
に
つ
い
て
は
、
前
注
の
拙
論
の
～
九
｝
…
ニ
ニ
九
頁
を
参
照
。

（
5
）
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
思
想
の
発
展
史
に
つ
い
て
は
、
芦
名
定
道
騨
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
現
代
宗
教
論
㎞
北
樹
心
販
、
　
一
九
九
四
年
、
三
九
一
四
八
頁
、
を
参
照
。

　
ま
た
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
科
学
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
芦
名
定
道
「
P
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
科
学
論
の
問
題
」
、
東
北
学
院
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所

　
『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
紀
要
㎞
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
二
年
、
～
一
三
一
頁
、
を
参
照
。

（
6
）
　
弁
証
神
学
へ
の
関
心
は
、
初
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
覚
書
「
教
会
弁
証
学
」
か
ら
、
後
期
の
噸
組
織
神
学
㎞
ま
で
一
貫
し
て
お
り
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
は
基
本

　
的
に
弁
証
神
学
港
と
鍵
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
芦
名
定
道
隅
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
弁
証
神
学
の
挑
戦
軸
麟
文
社
、
一
九
九
置
年
、
を
参

照
。

（
7
）
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
の
関
わ
り
を
含
め
た
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
思
想
の
分
析
と
し
て
は
、
芦
名
定
道
「
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
シ
ュ
ラ
イ
ア
…
マ
ッ
ハ
i
」
、
現



代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
会
鴨
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
研
究
漸
第
二
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
…
一
七
頁
、
を
参
照
。

（
8
）
　
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
意
味
論
（
意
味
の
形
而
上
学
）
と
そ
れ
に
基
づ
く
科
学
論
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
硯
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
先
駆
的
な
研

　
究
と
し
て
は
、
冨
ヨ
①
ω
い
∬
夢
霞
諺
畠
ε
ρ
壽
ミ
§
ミ
昏
勘
げ
き
§
防
§
電
ミ
9
、
ミ
黍
憩
帖
§
爲
節
肉
魁
磁
ご
§
閏
p
。
愚
賃
俸
い
O
≦
弘
Φ
①
㎝
を
あ
げ
る
こ

　
と
が
で
き
る
が
（
こ
れ
は
現
在
に
お
い
て
も
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
研
究
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
て
い
な
い
）
、
意
味
論
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
注
（
6
）
の
拙
著
の

　
一
七
一
　
一
一
八
三
頁
を
参
照
。
ま
た
、
前
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
『
ベ
ル
リ
ン
講
義
臨
な
ど
に
お
け
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
意
味
論
の
形
成
と
科
学
論
と
の
関
わ
り

　
に
つ
い
て
は
、
注
（
5
）
に
挙
げ
た
拙
論
（
二
〇
〇
二
）
を
参
照
。

（
9
）
　
バ
ル
ト
ら
の
弁
証
法
神
学
と
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
の
関
係
は
、
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
研
究
に
お
け
る
古
典
的
な
問
題
設
定
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
テ
ィ
リ
ッ

　
ヒ
自
身
の
次
の
文
献
が
ま
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
勺
9
。
巳
日
已
ド
F
．
、
≦
ゲ
簿
δ
≦
『
o
コ
o
q
註
昏
静
Φ
．
U
一
巴
Φ
o
鉱
。
．
8
げ
Φ
o
δ
ひ
q
覧
”
、
．
貯
“
§
鳴

冒
ミ
§
ミ
ミ
肉
ミ
磯
軌
§
（
〇
三
8
ぴ
q
o
）
■
＜
o
一
」
伊
窯
p
N
お
ω
9
0
0
■
巳
下
＝
㎝
．

（
1
0
）
　
二
〇
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
に
お
け
る
科
学
論
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
。

　
閑
Φ
淳
び
国
■
網
目
づ
口
口
－
．
、
等
。
什
Φ
ω
冨
出
好
帯
。
隔
。
ひ
q
《
四
謬
伍
客
讐
二
巴
ω
q
Φ
湾
Φ
ぎ
窪
Φ
6
≦
曾
鉱
Φ
夢
O
Φ
簿
霞
ざ
．
、
冒
U
置
く
こ
ρ
い
貯
自
Φ
彊
磐
匹
国
。
蕗
嵐

　
い
窯
篇
導
び
興
ω
（
巴
ω
．
γ
O
ミ
飾
き
ミ
ミ
ミ
砺
ぎ
篭
ミ
N
穿
恥
§
§
導
Q
§
“
ミ
蕊
鷺
＼
富
ミ
鳴
§
9
碁
§
ミ
竜
§
織
曾
帖
§
ら
魯
q
巳
く
①
隆
蔓
。
胤

　
O
餌
ま
o
B
㌶
牢
Φ
ω
ω
㍉
り
。
。
9
℃
ロ
・
ぬ
。
。
ム
謡
。

（
1
1
）
　
「
相
関
の
方
法
」
は
後
期
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
神
学
の
方
法
論
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
論
理
構
造
に
つ
い
て
は
、
注
（
6
）
で
挙
げ
た
拙
著
の
一
八
三

　
－
一
九
〇
頁
を
参
照
。

（
1
2
）
　
「
宗
教
と
科
学
」
関
係
論
と
の
関
連
（
病
い
・
癒
し
・
健
康
を
め
ぐ
る
諸
問
題
な
ど
）
を
含
め
た
次
元
論
に
つ
い
て
は
、
芦
名
定
道
「
テ
ィ
リ
ッ
ヒ

ー
生
の
次
元
論
と
科
学
の
問
題
」
、
現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
会
『
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
研
究
舳
創
刊
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
　
一
一
六
頁
、
を
参
照
。

（
1
3
）
　
こ
の
森
田
か
ら
の
引
用
は
、
森
田
雄
三
郎
『
現
代
神
学
は
ど
こ
へ
行
く
か
扁
（
置
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
に
所
収
の
「
現
代
神
学
の
動
向
扁
（
一
九
八

　
七
年
）
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
書
所
収
の
「
創
造
と
進
化
一
創
造
に
お
け
る
無
扁
（
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
も
、
モ
ル
ト
マ
ン
論
が
展
開
さ
れ

　
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
ほ
と
ん
ど
の
主
要
著
作
は
邦
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
隅
わ
が
足
を
広
き
と
こ
ろ
に
　
　
モ
ル
ト
マ
ソ
自
伝
臨
（
新
教
出
版
社
、

　
二
〇
一
二
年
）
と
し
て
邦
訳
さ
れ
た
自
伝
（
§
鴨
登
司
肉
§
§
．
ミ
謹
卜
9
§
難
8
ミ
q
ミ
魯
O
簿
①
邑
。
げ
酷
く
Φ
二
二
領
ω
び
雲
ρ
N
O
O
O
し
に
詳
細
が
示
さ
れ
て

　
い
る
よ
う
に
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
思
想
の
発
展
史
は
、
初
期
（
『
希
望
の
神
学
』
以
前
。
一
九
六
四
年
ま
で
）
、
前
期
（
一
九
六
四
年
～
一
九
八
○
年
）
、
後

　
期
（
　
九
八
○
年
～
現
在
）
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
初
期
と
前
期
の
区
分
は
再
考
を
要
す
る
か
も
し
れ
な
い
）
。
本
稿
で
論
じ
る
の
は
、
前
期
と
後

現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
自
然
神
学
の
意
義

二
一



哲
学
研
究
　
第
五
百
九
十
六
号

二
二

　
期
の
思
想
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
神
の
行
為
と
人
間
の
行
為
と
の
結
び
つ
き
は
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
特
徴
的
論
点
と
雷
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ぽ
、
賀
用
豊
彦
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
「
も
し
も
私
た
ち
が
神
に
帰
依
し
、
手
足
を
動
か
す
こ
と
を
揖
み
、
そ
れ
で
い
て
神
は
私
た
ち
を
助
け
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い

　
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
迷
信
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
信
仰
と
は
神
に
よ
る
可
能
性
を
信
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
を
信
じ

　
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
人
間
の
活
動
を
要
求
す
る
」
（
賀
川
豊
彦
㎎
友
愛
の
政
治
経
済
学
』
日
本
生
活
協
同
組
合
連
舎
会
、
二
〇
〇
九
年
、
四
五
頁
）
。
な
お
、

　
こ
の
引
用
文
献
の
原
書
は
、
8
0
《
o
げ
節
。
数
》
○
》
芝
♪
b
δ
さ
悪
驚
さ
8
職
穿
§
ミ
ミ
畠
》
国
曽
壱
興
欝
b
ご
『
o
窪
興
ρ
一
器
①
で
あ
る
。

（
1
5
）
　
モ
ル
ト
マ
ン
の
生
命
倫
理
に
関
す
る
議
論
は
、
人
間
学
的
な
連
関
を
重
視
す
る
点
で
、
L
・
ジ
ー
プ
他
門
ド
イ
ツ
応
用
倫
理
学
の
現
在
蜘
（
ナ
カ
ニ

　
シ
や
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
ド
イ
ツ
的
伝
統
と
で
も
誉
う
べ
き
文
脈
に
属
し
て
い
る
と
雷
え
よ
う
。

（
1
6
）
　
自
然
神
学
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
注
（
3
）
に
挙
げ
た
拙
著
の
二
九
…
四
六
頁
を
参
照
。

（
1
7
）
　
マ
ク
グ
ラ
ス
の
自
然
神
学
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
本
稿
論
者
も
共
訳
潜
と
し
て
訳
の
一
部
を
担
当
し
た
、
『
「
自
然
」
を
神
学
す
る
ー
キ
リ

　
ス
ト
教
自
然
神
学
の
新
展
開
㎞
要
文
館
、
二
〇
一
一
年
（
≧
蜂
曾
国
宝
o
O
麺
貸
暴
Q
9
§
Q
§
ミ
墜
臥
〉
愈
ミ
〈
睦
§
誉
憶
〉
ミ
軸
馬
ミ
、
§
器
ミ
§
”

　
b
ご
貯
。
詳
毛
⑦
拝
b
。
O
O
G
。
し
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、
よ
り
広
範
な
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
注
（
3
）
に
挙
げ
た
拙
著
を
参
照
。

（
1
8
）
　
マ
ク
グ
ラ
ス
は
、
前
注
で
挙
げ
た
著
書
に
お
い
て
、
啓
蒙
主
義
的
自
然
神
学
が
め
ざ
し
た
「
伝
統
超
越
的
な
合
理
性
」
（
翼
長
ω
み
毒
心
ぼ
。
轟
じ
に

　
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
霞
然
神
学
が
め
ざ
す
の
は
「
伝
統
特
殊
的
な
合
理
性
」
（
嘗
蝉
象
鉱
9
》
ω
篇
。
罵
一
〇
）
で
あ
る
と
し
、
合
理
性
概
念
の
再
検
討
と
い
う

問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
合
理
性
と
伝
統
（
自
律
と
他
律
）
と
い
う
近
代
的
な
枠
組
み
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
バ
ネ
ソ
ベ
ル
ク
の
科
学
論
（
芝
。
罵
げ
鴛
け
勺
9
。
冨
昌
§
び
興
ひ
q
”
ミ
駐
Q
塁
簿
ミ
鵯
越
誌
。
篭
目
N
§
職
ミ
．
・
恥
ミ
嘉
賞
ω
巳
三
野
ヨ
O
レ
O
ミ
．
）
に
見
ら
れ
る
問
題
意
識

　
は
、
そ
の
後
、
次
の
よ
う
な
英
語
圏
の
思
想
家
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
℃
憲
瓢
℃
Ω
簿
博
o
P
ξ
ミ
壽
ミ
篤
§
辱
6
§
ミ
ミ
二
身
ミ
§
Q
ミ
§
“
》
群
落
恥
ミ
§
鵠
輿
勘
§
ミ
魯
§
声
望
ミ
磁
智
タ
く
巴
Φ
¢
鉱
く
韓
ω
圃
蔓
℃
器
ω
ω
㍉
㊤
。
。
P

　
2
彗
昌
9
髪
℃
ξ
ー
ミ
罵
ミ
§
焼
鵠
嚇
悪
恥
9
鳶
ミ
ミ
ら
隠
Q
塁
§
§
偽
》
O
o
岩
登
⊂
鼠
く
興
臨
蔓
呼
⑦
。
。
。
。
－
お
り
P

（
2
0
）
　
次
の
著
書
に
見
ら
れ
る
マ
ク
グ
ラ
ス
の
意
味
論
へ
の
接
近
は
、
マ
ク
グ
ラ
ス
の
思
索
の
深
ま
り
と
解
す
る
こ
と
が
讐
能
か
も
し
れ
な
い
。

　
≧
一
ω
8
図
・
鼠
o
O
登
庁
戸
留
懸
蕎
ミ
曾
§
§
’
・
営
魍
切
職
§
量
建
ミ
、
ヒ
寝
㌣
ミ
§
ミ
尋
さ
ぎ
⑦
§
。
。
Q
ミ
寒
§
題
月
毛
①
馨
ヨ
貯
珍
興
＼
｝
o
ぎ
H
g
o
×
牢
Φ
の
ρ

　
8
H
卜

（
2
1
）
　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
モ
ル
ト
マ
ソ
隅
創
造
に
お
け
る
神
騙
は
、
環
境
論
的
神
学
と
い
う
べ
き
内
実
を
有
し
て
お
り
、
リ
ュ
ー
サ
ー
ら
の
エ
コ
・
フ
ェ



　
ミ
ニ
ス
ト
神
学
と
多
く
の
議
論
を
共
有
し
て
い
る
。
ク
レ
イ
ト
ン
は
、
ミ
§
蹴
知
寒
鳴
寒
ミ
野
ぎ
§
O
§
ミ
ミ
§
誉
G
§
恥
ら
皆
ミ
誓
湧
勲
○
惹
o
a

d
凱
く
Φ
邑
蔓
℃
お
ω
ω
b
O
O
心
で
脳
神
経
科
学
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
一
拙
論
「
脳
科
学
は
宗
教
哲
学
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
」
（
芦
名
定
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　　In　contemporary　society，　science　has　become　an　indispensable　presence．　But　at

the　same　time，　science　is　an　inte｝lectual　issue　which　warrants　further　reflection；

and　even　in　discussions　of　Christian　Thought，　since　3／11　topics　relating　to　science

such　as　“Christianity　and　Nuclear　Power”　have　been　vibrantly　debated．　Keeping　in

mind　such　weighty　science－related　technological　issues　as　these，　the　purpose　of　this

paper　is　noRe　other　than　to　attempt　a　full－scale　reconsideration　of　the　significance

of　traditional　Natural　Theology　as　the　foundational　theory　in　evaluating　scientific

technology　from　a　Christian　standpoint．

　　To　this　end，　an　historical　analysis　of　the　interrelationship　of　“Science　and

Religion”　since　the　modern　peried　is　critical．　As　such，　this　paper　will　focus　on　two

representative　Christian　thinl〈ers　of　the　early　aRd　mid－twentieth　century：　Paul

Tillich　and　Jifrgen　Moltmann．　ln　doing　so，　Moltmann’s　proposal　in　his　later　works

of　a　theoretical　basis　regarding　the　cooperative　and　complementary　worl〈　of

science　and　religion　in　underpinning　Natural　Theology　wiil　become　very　clear．

Mo｝tmann’s　later　worl〈s　represent　a　watershed　in　twentieth－century　theological

undertakings　in　this　regard；　but　as　the　Conclusion　section　of　this　paper　points　out，

discourse　on　the　relationship　between　science　and　religion　is　still　as　vibrant　as　ever，

and　there　is　much　anticipation　for　new　developments　in　this　field．
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